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近代

三
の
丸
の
小
松
監
獄
の
金
沢
移
転
を
契
機

に
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
三
月
、

小
松
町
は
跡
地
に
「
公
園
」
の
造
成
を
決
議

し
た
。
日
露
戦
争
の
最
中
で
あ
る
。
翌
三
十

九
年
、
日
露
戦
争
戦
勝
記
念
と
し
て
三
の
丸

の
地
を
無
償
で
貸
し
下
げ
ら
れ
、
造
成
に
着

手
。
同
年
中
に
発
足
し
た
。
三
十
九
年
に
は

小
亭
も
設
け
ら
れ
「
芦
城
公
園
」
と
命
名
さ

れ
た
。
四
十
二
年
に
は
公
園
内
に
能
美
郡
公

会
堂
が
建
設
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
も
な
く
焼

失
（
四
十
四
年
）。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に

再
建
さ
れ
た
洋
風
の
建
物
は
郡
会
議
事
堂
と

さ
れ
た
。
郡
制
が
廃
止
さ

れ
た
大
正
十
二
年
三
月
以

降
は
、
能
美
郡
自
治
館
と

し
て
各
種
団
体
等
の
活
動

拠
点
に
利
用
さ
れ
た
。

芦
城
公
園
は
、
昭
和
期

に
入
る
と
博
物
館
、
図
書

館
、
美
術
館
な
ど
が
並
び

建
つ
文
化
ゾ
ー
ン
へ
と
転

化
し
た
。
昭
和
十
年
（
一

九
三
五
）
に
は
、
第
一
回

商
工
祭
の
式
典
が
、
利
常

公
銅
像
前
で
行
わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
こ

の
銅
像
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
小
松

の
呉
服
関
係
者
が
建
て
た
も
の
で
、
公
園
の

シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
太
平
洋
戦

ろ

じ
ょ
う

芦
城
公
園
の
誕
生

15

芦城公園内（小松市立博物館提供）

芦城公園入口（小松市立博物館提供）
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近

代

171

争
中
、
金
属
回
収
に
処
さ
れ
た
。

そ
の
太
平
洋
戦
争
の
始
ま
っ
た
昭
和
十
六

年
（
一
九
四
一
）
四
月
三
日
、
小
松
市
は
市

制
実
施
祝
賀
式
を
稚
松
小
学
校
で
行
う
。
芦

城
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
前
の
祭
壇
で
は
、
県
知

事
や
小
松
町
長
ほ
か
合
併
町
村
三
役
、
同
町

村
会
議
員
が
表
彰
さ
れ
た
。
祝
賀
会
の
式
辞

で
山
口
又
八
新
市
長
は
、「
一
大
産
業
都
市

の
建
設
を
」
と
訴
え
て
い
る
。

こ
う
し
て
芦
城
公
園
は
、
春
に
は
花
見
、

冬
に
は
特
設
の
ス
キ
ー
場
が
作
ら
れ
、
広
場

で
は
サ
ー
カ
ス
、
自
転
車
競
技
、
野
球
な
ど
、

小
松
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
楽
し
ま
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。

（
本
康
宏
史
）

15

芦城公園の小亭（小松市立博物館提供）

前田利常の銅像（小松市立博物館提供） 大正5年（1916）建造
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